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素は，それぞれ 1音節を表わしている。マヤ文字は，紀元前 3世紀頃から 6世紀頃まで使
われていたようであるので，アブギダの成立時期と重なっていて興味深い。
図 6　ブラフーミー文字の一部
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された（24）。44 の音節頭子音（声母）・10 の母音（韻母）・4つの声調があるので，1760 字
が必要であるが，使われない組み合わせがあることと，中昇調を記号で表すため，
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ており，湖北省には「中国女書村」も開設された。1音節を表わす 600 から 700 文字があ















モモル・ドゥワル・ブケレによって考案された（30）。1899 年と 1962 年に標準化され，200 余
りの音節文字が存在するが，実際に使われているのは 40字から 60 字程度とされている。
図 13　女書の一部
図 14　チェロキー文字の一部
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用いられていた音節文字である。タイプ 1とタイプ 2があり，タイプ 1に対して少し整備
されたタイプ 2は，1907 年以降にファラウレップにおいて考案されたとされているが，
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